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第三銘 埠頭粉牡の燃燥性能

l Jt I

艦紙lた■にある的 .JJB郷 の婚BIの書合印ちそD

it糞力二兎虻に大きいtB合であって,そiLが崖袋するに
は外部から鵬 :祖輸され11はT=らno従ってその反

席は扶持であり,必見的にはなnilないから,絶 捉

丑とはM としてほれろものであるIHtとも.その基
本的なie印は拘一･でも0.台■は杜的88の鵬

を,押 すろことにより棚 棚 に封する初日T=芯
賃約知at柑ろ事が出宋ろ｡

者舵 虹に｢伊 木脚 の軌は 現任と兼脚 の
影や｣にCEて伺訳した】そして帖色木次や水か :粉捻
拶丑をJiZL易く,爪色末次は折田稚であるだろ†こと
を推定した..こtでは本巣効の性 特性Jこ此て (これ
を伽 9.とすろ)は双Btをさけて糾 し▲1'_として
洪経に放ての紬 桟ALを述べろ｡

l=)
甘幹の搬Kは別枠&と同軌 7;英人7yンyJこ上る
連続捕押出tR女川いた｡

Jl *便 10 蒙J3の触 特性

2∞毒魚油の州 Pt科 Cl-･Cl(附耽 り 120Illg1._r･
成規した;刈礼 牌 及宜描 淡･(HO叫仙 rL)､C血焦
した時の村壮曲投を淡めM l4を持た｡

]) gt米崩淡■llで加黙すると挿粉 が 35COc附近
上り分解諮苛む始めろ.依初は戊佃に.続いてtL環に

迎腔む対し,8COOC近くで姑完-Tする｡相紛 放目
迎虻は推せ分合血の多い貌明和大きい｡

石鰍IIの押丑ilは木製の砂倉上E)可成り弘【司に附

に内山され.その分解器骨もF･1成りのm丘を¥するこ
とが分ろ｡
111 在監中'e加焦すろと打桝 免の多い失策匹
棚 で漁火ナろ.苛火は9tT31ニ生L'虫初艮か こ鼓しt

那,細 に*格的な雌 に移行し此脚 に悠えて

行く｡拝身分 18タ;の CII(木洲 )は類火曳

33OoC で,他の挿鮒 の多い地 に此LPL)JCOt'C花
い｡榊 の鉄火には#齢 の分解が拡延な牧約をUrJl-

ろqff三g)かでもl).何れの鮒 も拝丑分の分塀搾銃後

背くして丑火している恥5'LXに見られろ｡そして泉火

練の転戦扶記はZ!3色本券Zの地合とLlくC1ていろ.,申ち
朗 T=他 の講和 が･為となく!た滋に盈火Lt主動曹

Jll M

rAA の 止 九▲ 〆舟 萌せ JL



6 工 重 大 兼 投 合 tt 解 Zl懲 耶 】妓

扮gt累を形成した皆合には裁洪抽掛 L'i空に客品と1_- 罷業中の加掛 二上 り袈非の東面拝比和 塀鼓せち
ろカ,らhl齢 の売払鯉 軸か二心 経 に有利となる｡ れ 一部の拝肋 覇こかれちと瀬 畑 が馴 ヒされた

僻兼a誰小で加焦した垢合は此収的匂都宗の胡合に近 ことになり,Gt実現牧の故梨を和 に,TJJ ものとBわ

い諾 温 .柵 M は乱 く附 し.鮒 臼】6
地坪も繋しく秋 する (P .)･こ｡屯倉も推粉 の 16. 足 長 61鼓 五 戒 杖
少い CETは他lニ比し邑火虫は 凱̀1. 税 Illの尊台と
特に見ろ恥 押掛 の雌 b苛 められるホで由 lqi
曲良にはコークス地 との境界盤を払め るポカ'JB架
ろ｡勿alこの桶溝は■l然と分*されろものでない抑 +_

田かであるが.洗脱は表の初期屯田に放て推e!分力:Bi
先的に他 すろでも7}うことIi;XltRに撒くない.

1ユ収 の 影 書

LtJこIIELpの■■tLLちL3I_Il'_It1'-EtP祖に

上り各投虻に駈 〉した試料lこつき乱L:'し.叫 157をH

16 A 4(,一方･LlHtl七一日 q t.

た., Eq･l･(b)は 203き東通Q)もの,
(･,)は(b)六

fIを前格付斡 (,2の
如く相 法によI)分tlL3Ov

以下の横松-T･ の
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こLLらの壬1火蓋は_8はな棚 紙粉の下に放 てであ
I).eEに紫gtに放て見たql臓 IPでは丑火王缶は

7sLくgt下する｡在って紺 の即 I世には文辞f=宝
al王r:いが雌 的に致火の姓岳を′J欄 世として.

投朋 念に封する差掛 の-とな7J｡

Ⅳ 蒲 畢

I) 51叫の艶火が投虻によJ)背しい印 を受けろ布及

び外来巾QTJ細 分も至lこより勿火馳 ;大いに虫ろ

事を知つtL,これからは何れも反地 の冷血に上

る口己加鮒 払:急造に波 する鉄製である｡

=) 丑火心 )に甜 ■が旦くせ薫をgL牧L柑ろ事を宝

兼a謙中で血放 したま兼lこ丑て脇 し止栖牧
丘の大きい紫事GLJZ忍しあー･事を推塁した｡

JII) 崇1の端 中触 RLeは年齢 の雌 は

弗と見られぬdL,dt宗巾の近地では自己他 :大で

丑払低地となり'好漁分の脚 ;衣執 られ

ろ｡せEq兼では魯粒子廿韻 に包ま)噸 描伽 ;有

為でもろから,tl哩とi&Zb 卿 であれは充分の自

己鳩 を生じ19で.芹齢 の他 ;瞥Tるもの
と考iらiLろ●

･､) 非牡放任のZE也のaBtJEを測定しL

第四枚 勅や梯章の艶火源i:伊界it風 こ就て

l 群 書

細 胞 こ生すろJlには

り 勅唄兼の月三成 (i*&.粒JZ,就業分取)

2) 箆火雅 r牡埋.作川韮l札 仲m糊 )

の=附 乍が相 手に沸きか力はならぬ｡この転好む :■ヒ

するに切 な蚊政と紫苑の択群島か :もろ.
しカ･し,扮!岬 は托めて不安昏な策で控えず軌 ･て
おろ1.のであるから臥粋泳Jrとよ†社会l雌 煙5!の

.恥骨L二は可成I)の塙を婚つ他 亡的なものに3dぎtlので

あって.従乗取 せられた取外iI蛭のl化凸:取 乱 iEl
管絃.1こ上l)可成I)見ろのけ呼ろ竹燃と云えちE,A

濫 董

'夫にケ 一つTR4tf=虫は虫火軒の脚 によっ取棚

の似 て平しく切 することである,.曳火瀕が臥 Lと反

見地勤 ;大きくなl),ia兜凸:扱くてもEL旺時間のEB5
丑は_多くなりうるから拙句IS椿も払品となる｡

むら棚 讃u)Rl棚 は一方では扮載兼の不均一

性 (分地 拝並性)に上り｢ばらつき｣が･起ると炎

に他'JJ'では点火iuのtW に上tp軸 する.折カ:従栄は

m一弘火igでの世良括黙のみについてial雛 をiBi;て

いろ恥 て臥 Lが,盤火紺の血 によっては取外萄虻の

洞定には井だ不i3才fJ.･もりもあるから,Zr84は盈火i5

の特性を充分考【鼓すろ必好がある｡

姓火和には女の様な捷175のものが考えられる｡

P.硯 X-YのZ+ ･̂Jr-は91倍と性別LIfJろも
のではないが.9三和

で流したものに収も帆 :詰≡t.このJll燕1ネ ･̂

+I-は何LLのゆ介にも丘も7R重なものIcもろ.

従来繋船 で払火iKiとして騒■川いち)して穴たのは上

Teの り.5)及び b)でもI),又火加抜な坑道幹魚1こは 8)かFJlいられた,野村まfafEの り又は 5)め

払王 事Jt･f一七九五ネ ･̂f一光jLネ ,̂

f-4蛇lネJL･f-方放.I))ち加鮒 巾を襟下さ



エ市大兼Bf81井 目や p -9t

かつた｡
皿 ★Jaの蛋ZEと方語

幹tの七万t･～ I?に,たす.I)執 こ一定書の地

EJJ7
17'. 野 外 'J々 * J* 1 王 ヰLZ7

を入れろ.Jt(2L7クスコ) に一雄 の蛾 ユ父は

#宗を貯え.孔の大きい】'タ C I._,肌 ･てD蛙を
恐蛙℡-PIJ EIIさせろ. T4山口より IOcTn.

l13Jl=兵火輔tpiEさば顎J)生むと見

ろ.B火yの粕 は央■令書JBのgtでZe粥する.この方
法で生娘した蛸 群をナ1〆Jt･光に上tI4耕した薪では.細 の況軌

と射 二親もこanLIt初嶺めて不上p-な状店を荊
すが.轍 のI出がけ止した伽 地相一任''L故鵬 と1ごり.粒

11子から拡+I)にgTを始めろ｡2捗故には 与や13のむが

牡降して/～｡即 1111はJkく
犯 して脚 を作っているが.これらのみで 紬̀ I

何に臥 ･脇火ltrでd,守火しない.従って攻上虹技の比鰍 J-TLrb攻の時期を･JAL

計って姑火粕をIⅧ させろのが滋も良い方法でもろ｡1汝 】2,)3の如くjk■釣に椀 する玖火

itiの格介にl棚 牡に上る掛 は飽○札LLね,

JF t 袋 結 Jt*ti12 j

-クL･-▲柵 による弘火4H 7,AJ3電柵 に
琶 04nJm.長さ3CL=n の三タt'~⊥

fBを任 8mJq Rさ257DTnのtkltJこ笹き中

央lこ石美甘を挿入し.その小 淵 を7JiiA紫を封をナろ.7Eb個 zFに血tしたlタF･
-_払 こ野EaS･吹付け,愁姓の生ずろ取棚 を求 L

JりOをIll.'～生1=ろ脂 は式の如くでもろ.I) W

の彩管は.由りjNLくはf=い_IZ) 辞卦tiの均 も放りJilLf

=L･｡Iu)汚勤 の触 てJtも大きい川手と.'.･

つていろbそのためa火にiElt七生1ろことが斗→もろ｡1V)軸 の
Jtに色I)杉曽されない.これらの括Liは地 :扮故雄司の捌 壁を

31ろためにだaめ て不針 であることを′J.1している
本法

の旺I=よ捷投売火粕では夫々と訪LL恥 :基火雅の玖矧 こ入ってくるので,溌点

を受ける馳 て多くなI).仕

って払火淵の膨菅と受けずにrI分のJrcは丑を持楢する拝i相
生S･知ることははEKとなら｡柚 こよろ蛍火の脚 は,苅

9の堆鰯 のht合と平行AE体力:なし上に.功との牝 の漁火温

め :,孤.-1CCO.C (田丸はn=tVbceltLr氏の帝だ
山 ･ら見ても)の脚 にあJ).払 ･附軌 こ-&れねこ

とも佃の鉄塊'CあらF嫡】0 地 を血軸 に向ってgt.uした
坤のBl部組 姥日 )MF三出切Iこて竹LLl.他は汝書にて



書抜 13 市ガス法に上るJ;火

Jil7 -i-Bの中央に荘 2m のqタス苛を上方

に向けて立て,それにfBuスを造り-づ言残さの火焔を

ftCI基火瀬とした｡

職 粟を末 日に元す｡

この方法の放熱の一つl洩 火油の戦きを拭い起剛に

凋Zgする称が帽澄なことであり,今一つは欠当り=ク

t'-上棟とr3]じく提技監火iKiである都である｡挺て関

亦玉b;耶班に袈れす.坪8分悠班の徒刑のみが過大に

耕れてくろ悔みがある｡押しかス火Wlはユタ.,-ム加
燕悦よりは退かに臥 ､三弘火瀕であl),勅威累での活性
化3LliiLが会油に湛むから項火の凝jLも少(,三タ｡一

班 日 カ ス

ムfAの均合理その鼓弘 之El立たない｡

'R 10の齢 を挙杓すると,

l) 尭火池が臥 .から籍薄な重度の愚策もtiく鍾若
し‡替る｡

'l) 拝丑牙の少ない取掛ミ央蛋IJ払え軌 .｡

=) 脚 立の大きい郡 王の方が良く生える｡ 捉

雛 を持つt,タウンか こ多生でない と促悠uないの

に,アンスケtyは少立で良く開口皮の雌 を行う｡

こ11.は堀 爆丑の一手を敬である｡

lV) 鞍稔 2のJ各会と同t=く,ナ7タレンの脈 は
Tンスク七ンに此し慈かに蛋 い . これは浮遊tg:の小さ

い郡に山ちとRl.われる｡

火 Wlに 上 る 52,火

材 地 点 促 旭の長さ 鼠
mejtl萎 .n,n (軸 Xは頼ぷ 鮎 豊望ナ諾 何 や
I50-200

2cc--300

)0 】0-400 mf;立三三
0: 仝挙兵,荊L

o_ … 性 分

02

‡還 .!

I,≡
ト ; E:≡

ll,;

吊 g≡

5･-SO

t醸 T4 雀牌切断に上る艶火
(限界碩蛇lul蚊の測rAjil)

さ‡髄は観J7に,TTしたものをl机 1.叫空占火7校として
TJL･ミニl)J･フューズ旗を A-H'Ji蛭臥 こ効け,敬
払切出は適Lvlの時期 (‡L)34妙技)に一道の電光 (壁
紘)を血L:て作動させろものである｡7ユ-ズのifは

03)亭mm,長さ 32mm.BiJ縄の奈姓祝は 0lSOohrn,

謝 串は 035tzIuE･Zlr)である｡
この象大政の切断扶況を方BTに幻影Lて訊べたgi,
20V 以下の電生では吏tiの中央射i如 'L棚 し,そこ

に窺い常等火だが菜ぶのみであるが馳 ;上るにつれ

て火花は大きくなtI,4DV 肘掛 .ら火花の套生と后1

時に好漢TJL･三三〇i滋子が'&好鰍 を行tつつ払方

に頚放すろ項になる｡qV以上ではi%しい裾とqL
光J._,伴うに至る｡

印ちこの堅i火▲掛t.

:石 tl tB

畑 夢色の?8Iこのみ薙

ll: 占

-25
-】5 匹鼎不明中世え^
一一30 浴し
･-】0

(.45
-1【l 取外不gllJbえ方
.･ユS LiL
一一10

- 不 漁

･l) 桁Egl迄の[/'ユーJL黙

b) 誘柳火rE

c) 花池沢他粒子 (40V 以上の梯剣

の3畢瑚紬･ち成る投 合Lネルギー源であL),このェネ

ルLf-のi5ほおは封垣で打田す る7拝は81始であるの
で.ここでは也 を以てiネルギー弘蛇の澗RIとす

る｡

この方法のZigiとしてはまの附 を申け柑ろ｡
I) 劫火疎の敬さを取払二両もLEZEBElに謝嗣~Tも7F
が仙兼ろ｡

(tt) l事各火花のエネA,ギー ガLl!に宅blの El美
に比tIする,5,'ユー ･̂払tiIert唱 址が大にな
ると時間が丹くな歩托て電巌に上る東化だJt塀的
少い,mL中間の】改い方が布 劫｡1JL･ミ;.?AV)
薮祐也汝に上る恭生に拝絹網暮であ?.井他Iこも
火1Eに上gdrrもイナン又は括ft分子の効果も77
准する｡牡･>て毛匹の高教としてよネ ･̂･F-を求
めても,故事文辞的TL軌ま柊らtLJつであるヮ｡



二 乗 火 葬 tA甘 Zt ホ Iiや 節 1*

･l) FE開基火滋の性交S･持っているカ.ら,一許に丑

Jlした火か J以紙 火没の望助なしに維持し79ろか
tiz)･S･知るのにi5していろ｡

IL1) 市境のエネJL･F一形缶が択時に含まLLていろb･

ら.掛誌の鋤 に上ってiZ様的な軟兆を糾える屈な
雌が少 い .

'Jl等である｡

aCl二大巳の現成由LP..,見掘るi;,/ズルの形状/qT
的薮力7'm 転々化さした時の8)既の分7V状況をナン′
ん光良に上り聯 し分布LLatを猶浸した｡勿Ziこの拝
にして決めた藻度は大林の平均汝真に過ぎない｡

被る没年でのfE没を奇絶礎 の艶火海に耶して行

し,世相 ･-1拙梓電出 (ZR火-事JL･f-)島Rを
火めた脱 を■】8-22に元した｡

i<113は親 ClZiぴ C=J.国 19は阿 Ct-l二女
ての続発である｡尖Jk CH (鵬 は宕ZS儲

(']0ヽ-)に於ても訂i火しない.

1iIらLLた曲Ciを見ると,Cl及び CJHでは何LLも

i重雄 5∞g/ma附i丘に紬小苛がも り,そJL上l)榊 雄

では淋次_1外し,封火し措くなるが併し胞 L:耶界湊
控はJiに益かJこ祐i+蛇の粉 にあ.aとBlわれる｡
2くりg'm}以下の漁庶'CはGm に曲検めて上昇し,劫火

に大f=ろzLネルf-を弊する軌こなる｡この他 での

煤泉下Fu菱腔は何れも略t lOOdnlであった｡C.の

tl 】8

18･ 友A (,一々 Tk.一 札 ,i,

t

*4'･<J
け

-
.

他蛤に槌小姓が誹れていないのは,Clf'.

浮一粒伽加も少い地 である鵜iBE刃軌托し易く,伐
て計井で決めた頚肋 顎瞭JI)も過大にな

っておろからであろ～｡LN19曲螺 1,A,)は粒度の影申せ7rJ:すもので ある｡粉抱性声に放て肋 ;この軌

二著しい招 き結つ市は,前にt酸 lロで唯培地 の丑火集■ニ野す
る彰菅を3lべた時に預丑さ)した独りであ

る.'m lこ鵬 白土を温1Lろと浮遊性が著しく
許胡さtLろJPはCEに述べた｡q J9 A,及びJ3の曲ql.Ji性

白



遊伽 :鼓少していろiSとAF.わ1しろ｡
曲玖 C は机dlTJt.I■ウ▲な JO,l;況余した】計合

で下郎it蛙は約 19Odm'に廿大していろ｡この齢
lこも挿並性の3q潮は火きい厨川'Cもろ｡

b120は海抜扮1_,夫■.5,7,10又は 13,.''兄Cl一に
in合した抄合で,10〆批合すちとTRtie卿 王250g/m)

に増加する｡泊 世はそのalIけ ちカIEA51.ノ､Pゲ
ン成分に附姓LWJがもろカ･ち.汗迅棚 放菜と印錠っ
て妻1火を抑えていちものでもろi.

k 21にはやわ.掲巴水弘 kホブ′-･L札 LtL<

小さ旬のA.脚 曲tIを示した,′Lヰ申以外 ミ何れも
Liく似ていち.小輩伽 ;労しく品濃Eの方-づitた曲
操を択えものは炎2に示した耳に.その馳 判

に玉いからである｡

R 21

2t. iilL旦jL王LJ_TITlt

手.ヤノttI..･PEL22はは軟性払父を合t/叩Ea布持化合牧Zf

切に毛とての市定抜丹生である｡各+Ji

fIを諮鼓'cILEIした牧舎と,鵬 T._･･lHいた胡令のM J'が,J;してもち｡
こ



エ 燕 火 炎 仏 書 忠 節 目せ 好 一9t

tJt15 的,Y電輔の払書棚 に上る丑火

炎翌は X z7と田芯のもので.唯患始℡を -̂哨7)5

9人7W (q F5cm.拓言 7ccm)l二代i,dLIElJ.

4CtTnのaiの7n和 に丁ルミ朽入I)777脚 光m を朽

L,蛇 を欣兼で吹山したZl筏,屯鼓を也じて関東を

売せしめ,菰火lTXiとしての仕度を耳べた｡

屯球ノ価 のiA史1二井は践少なものに過ぎhから.こ

の均合の払 火l+JL･･F-は棚 tのみと考x.てJlt.｡

顎Siで吹目した垢台は何LLの相 も捜火LI=b･つた
那,政宗で吹IIIした齢 は.期叫 Cr,CM,Cn 埋

び Clは何れも及火し出 した｡文相色水没71ぴT

JL,IAウふ澱は和弘く悠吐した｡

この械l二･秒fhi熟欄 仰伽こ故81されろ軒快事上L)
印 23 閃光屯射 こよも叔典のgl火

千 国 同 ' '

把をされて漁火し,ぱ思し1gろと云与叩ttLi脚 強

圧Ebのn梓汝計JLZE畢なFE71JTお粥えらものでもろ.6]

.･'榔 敗 色では殆t'煎るに足らぬとRlわれろ招射

軟軸 '～ここでは甜雷に菰野なIGAlを淑ずる｡勝 の

矧 こ拙文の大きいZaEiでは脚 iの妙 て上.)政男三助に
7rわれろことも推定さLL,llに又臥 ･九をMすむ火ik

(例x,ば火花,然史しつつある弼桃 子.増鞭 執

では･粗 の樹 I魚に上る清珪化一一･一一桝x,ほ拝劫 の
故LLl,又は分解一一を5:け慮頚のFB年を容易ならしめ

る林野も考えられる.

刑光電球に上ろ糊 ･u の妖妃を墨持古C3でSttiし
た如 きをEJ23に方け~,(AJ及 (也)の7-JL･▲多動
方向はFqに云Lた執りで ある｡(A)で見ると,閃光

はFJ O伽 seL.榊 しておl).髭蕪の覆火は粥放 生
筏的 0･635･et.捜lこ電仇 こ近荘してa先していろ｡ そ
して舟:紘 暮'】2SZTL- の過度で火扮 ;拘って行く,
この恭一火焔l:上方x.去って諭乙たgt.妨二の薪火山

が触 している｡
(Jl)ZlB]Lこよると,例文開放財勺0 02sctで懲火
し.火鰍ミ_L.方にr.A.八･釣 IO.n/secの越 生 で何様して
行 く,この妨-の火焔とIiE暇 に,節=.耶三の火tlJJ

が脈崇姓ヒしていろ｡このほに仏力'd現しないのは,
粉払は舞の-つの特敬で,帝淡の濃恥 :均一でない77F
に軸 するものと思われろ.
この指な触 ')な慨 において高め安苛で強く光る

払子からの恥 1,次の府の粒子に確射zIネJt,十一

を典乙て滑性化すろJfは火1.に有り相ろ布であら｡

Ⅶ 成 果

)) 丑火i事払:鬼iLl王87也の棚 もよってi:る士､

ち'唯一つの兎火沌{･倣 した等の丑火tSはあるEZiら
11た五経しか持ち相とい.森に.棉 ;タ?-ムー乱

文はVス火輪を菟火igとすると,溺定する槻 兼にfl
LT添火瀬のfTIFf)福地 :大に近ざるbt,又はIVIU時間
がJ}さに逝ざる甥.地 から汝LtIされろ可姓性凍丑分

の他 :_i'丘となる挿向があI).禿火源の影野を受け

ない粉僻 への仲喋が軌 になろ｡この窓妹でⅦ 媒

奇の姓火働 二は映問的に等たし正ぢに滑紹し･CTうも
のが災い｡放 火7Eは軌火泊としては少し強すぎるの

で,常JfはTル三上 ウ ムフューズの花泣柿餅を虫火.%
とする))法をnll楽し,臥拙塁腔をⅧ挺 するにはこJtが
方とも朗 であるlJlを確め.輔紐の糊 につい･E,F3!界
内牧 (盤火芯耶- 退児)を求めた.

･1) 浮遊性がttくて地鰍 -なl与姥に分地する

とEわれら鵬 の秒分には,艶界曲投に嶺小が誹れる｡

それは多くの和合や増 資 4∝-60)gJm'孤資の崩
r軌こあL),こLで紫も宇i品に盈火する.

ljl) LbeaJ-Pi'∋蛙は沿 -･同作でもI),又棚
田としてもま罫な意味を持たぬから胡定しなかった｡

･V) 櫛竣17.1汝度は_多くの投控でEh COglm●附姓

であった｡これl瑚 圭的な立方払発現の替合を考える

と,粒子nZ鞘はn子雄 の 10倍となろ技な温密であ

る｡従来の献 地をLLちと･Gll"ltZkH 蟻 BX..Cは
教下FZiを JOC-200dzTP と臭え,S,.elnbEecherは

Br'kcukohlcの雌捜上取を Ⅰ,3COdmz,t!遼頓狂を



da).lt駄重度を 3a)dm)と糾えた (焚火源は和

火7V,又斗塾分の多い親 には1･Flti負竣Ⅰ30g/n13と

している｡何れも著者の滴定と略々一一丑していろ,節

し類火渡が韻くなればこれらは可成り逼ったUlとなる
でもろう布は鉦に述べた遜l)である｡

V) 雑 の監塗曝讃法度は本号珍でL2&'4503dn'
であI),下限強度は約 1∞dm)である,榔 完全

肋 財ざ杓 Z3Odm'であるから,紺 損齢ミ雌

i貞正の約 1倍もieく,この鮒三瀬 搾々冠かのみが茨三金
地 しうろ汝腔に近い,この技に街路樹滋の初期に於

ては取冷奴上I)pT成り漂い場合にのみ,77,%な7･B火rf.

心が形成される都が分ろが,このも的主,火鮒油退後に

は伯多血の来燃焼部分が珪ろ7lfとなL),grしい狂気の

胡粉によって二-3(蛭石が凝るZJfになる｡(爪6知多照O
文退助 Qか ･点il王粒FFは柵ztに虹 しているから.燃

紗 こ上I)粒子義和lこ生ずる帰敬官は互いに正なL)合っ

て挽乱され,何-粒子の悠塊の糊合理旅駄府の存在を

瓜税する継 はないものと放わjしろ｡この問粒に放て

は後に髄 的考察を加iろ｡

Zヽ) 鰍 の店数取界に射して粒度の彰菅は尉 1:I

ある｡牡触 ;小なれはぎ蓬世がAく,反覆適か ;大き

い7Fによる｡浮遊t9･を細評ナる抜な鞄髭を匹加すると

爆aL輩くなる｡細 は浮遊抑脚 以外に渦焔作
用があるらしく思えろ.

yLl) 比㈹ 沖三芳池 していて,紛 失 ろ <

鐘の1滴 化合劫の腰班 群曲駿を求めた｡

その地熱こ?,Tlを雌 と同吐煙室の漣智との掛

をmかにし,物故煤苛の-乾性を郷 するT)Eが出来たt,

鈷局や撫荒の一指矧 こLJ:Li=ろ反連動 ;大きくて･焚火
雅の任い場合が提鎖し易い耳目こなろが,これには,取
払 浮遊性,!貞雄,反旗地産及び揮苛性等が概括にIは

ELしていろ｡

yLIL) 暗線fA･助火潤として閃光和様を川いた糊分

に放て頂はし,粉l鵡系が焦穣射のみで惰性化され燃唆

しうろ7打たを示したっこれ上l)粉虚脱 ではその忠相

並びに棚 に捺して,頼むエネルギ-の援愛に上る括
推化池控がf肺 正好なILriZを占めるであろうTPが推定

された｡

第五報 炭塵蜂夜に封する浦項効果に試て

l 緒 言

吾 ほ々乳a又は国也の店員反JSiに於て,少女の洞滋

和 て良く煤出 を阻止し,5t火焔の彰生を却止しjU

ろ印を知っている｡T,L･カyノ､タイrほその代衣的な

もの{･あL),その作用は反響の迎搬 経を弼野するに
在ると言われる｡洪戒煤垂にiB入された油Wl軌 ;勝
日払の火仏を抑制すると同時に,艶熊棋風こもLJ故に
作川十川で甚だ好都合である｡従来脱税では帰顎を防

lr▲するu治粉瓶和が行われているが.こhl輔 鵬 弼で

はない｡その放架は浮遊抑制と黙Jlilgt牧にあI),従で
相法9,ftを混合しない配l)描項y)Jl▲にはならぬ｡
脚 は朝法螺苛の内穀も焚襟的な悪逆の多い茨淡は

光Lこ放てn施作用を粒討し,従来の(Ti少な世良茨軒を

租足すると典に.粟粒爆丑反感等に於るirlR11-11】と比

■ (托) 艶火帝として促菓t州い許地境泣で大理砕
7=X折 と行った飴aL梓費骨が-*432,25.)6%
の凝或r=対し,下切武生に-k4,50-75,75-leo,
]25g/mlと叫'L壬IL,X32ガヰRB･EOものの並
も浸唖は 100g/m3とqL甘された｡
'1 15tlrke,Schtlm8Tmn穴坤のFtB的計辞に上ると
苓BRの好さ控阜-鞍手etpの畢ih jR手札庁の
lO倍以上もあると云つ｡

''̀ 廷兼淡島牌 t初■すさに必窄な*叔細見の生
は,その88苛に連Lt仇するとのteが一秒 こある
が,それはそれら.}科がj三として払吸牧効果しか
持た山林と把glす引こ迫ぎn.見てこれらは渦輪
ホICはない｡

書文して考穀を加える｡

皿 耳紫 t6 安産淫更に封する滑旭効果

脚 は伺 T7と同じで茄火預としてはTE誌火花を

用いた｡光づ交推tW 'ヽをEl格和 に上lJ任証の電
確に;汚し,これを+オンr/?yス(150倍)にかけて
商頓とし.胤 漣 (荘 2mm,牌 4mLTl)rLEllこ
火花を荊す,これに向って茨鵜を吹IUす｡
このiu1校火花は強力な劫火瀬で,飛びirJろ澱少の火

It:で征に139兆に獣火し似るb総て的輸敏男とをlLるには
適した斯火(棚でもI),蒋鮪輔がこのgLLJJな貼火IrlJのI乍

糊をどこ迄嫉殺し梨事ちかを調べろわけである｡群甥は

これに射し=桃の11駿を行った｡

第-はげ櫛喝を稚め渉と鶴に良くiR合しておき,これ

を/qi妄i火7EにI'･]つて噴出させる方et･｡
第二はifL細 を水で濁し勘 に翻 した後火花

を荒し,軌火榔 迫に諭朗 の苗エネルギー発憤 の雰

F旬芸を作っておいて,これに拘って漠縄を境川させる

方狂である｡

軒･-の方法に托1.,9垣の峯棚 を各宍I合に曳熊

CIl二浪合した場合の駁界火花奄垂 (一次回路)をミ■
定した点梨を包 2日こ示すCj扮己粗把は全書62cc宅全

逮.一回の噴出Rtは 02g である｡

軒二の方E･に従い 】3棟の無敵抱を一回的 2JTLg

(10mgを5匝lに染ろ)苑塗り火花を飛し,各棟爪丑

の父親Clを娘Liはせた時の毘堺 火花芯gf(一次回路)



をib定L良25をi9た.このF5火7tLを流すと最初永JJl
の議矧こ古くEEを姑fろが,これ 王間もなく的乙,-7k

El24
24.卓や(･･Tをサー大ih---''-だ1'止れ･Il1

_ここ_二王_JiII■12525. ㌔ 軍

票 土謀を告を三㌔･.一･一

･一一 -+止ILITIで艶25の内に示

した窃]=,皇群を射 した揃 から,特異の尤亡を世しつつ,柄杓大き11.た】粗野に火花が



とな I). /.t'yンJSt千旦の大きい方が故知 二大きい｡
この即位は JoTISS･eTL氏軸 ミJgン酸化圧Lgに封する
TZL･hyハタイrの抑制敦盛に耽て19た桟兜 とび]日日)い
78三氏が火兼洞仏教射 こ放て柑た縦 と一致する｡こ
の¶位は同一戒丑L=封するものであるが,分子丑もこ

の噸位になっておるから,同一モル牡に幣しても肺

は同じである｡

これら析也相の作用柳 を足守の御 許に蓬立入

って考黙すろ7Fは柑桝 の何周であろうさら定性的に

は式の捻出 :粁さLLるであろう｡

凡てのば淵 に於て.その責舶 堤,こ珊 抄;

舛 していろ耕 土郡 である｡有数な滑施用とtl+_この

班 女を分校させるに有鼓な建地 をその邑生の

初期.'こ於て僻 L,以徒の妙 複をRJJ:する藍力を

持つIi虎であるとまえる｡この重た政経 としては水素

Jit子カニ忠も五重であり.これを容易に徽 ｢ろ棚

粁 -ネル･一 品晶三iy?雪f

lV + F,

(…Fr lll… 三 ≡ 33a

となる｡砂ちJ(Hi群書ェ+んFF一節小であI),最も

江島性に好むものとす1LLf,渦輪敦4王も又位大である

と･L-う甘53紡邦と一致する｡従て1司一系列の奨部のhifl.

手相 -ネ ･̂f-ほそれら姐の油仏敗嫌 の一つの

乎桝りとなるものと考えられる｡

V) 金島zl-rほ刑輪故邦掠めて大きく,ヨード蒸

気-Llでは全く輪の鮎 :を見なt,･｡石打平 (Ⅳ)で海証が

可成すの附坊難易壬を)1､すのを見たが,それはその中に
含まれる 1,llr又は l(,Nn等の敦梨に誠くものと
考えられる｡

vl) Xh-03,如 NO3年の棟化料払;大なろ附焔改発

をボナ祁班も卿想い｡稚拙妖1%ではこれら耐 ヒ用は
借に純化引甜 ｢ろのであるが,封炎では納 絵が

左脇でGI化AIを･W としないから,樹 と用とLては致
Dと無く,逆にTルカPJLl子の粁旭故知 可むし'(来るも

えは甘IrがEEl着な涙媒故加を′ドすのもこの考えJ:I)
筏明しうろ｡押し h:1,KCl呼の化合秘 こなろと反席

が鵬 でもろからDl印の妃矧 ま界益でない.ニit.らgE
の泊地故知 :群AL鮮手にもろのか奴は分子そのものに

あるのかは従来5LJt包袋のn史とたった.これらの聖

は百石ネJL･f一状態に於て-欝暇 とf=I),又一部は

瓜子に柑 しているでもろzI｡併し乍ら,二れら齢

子の月En=は同時に鰍 ヒされた*天.駄果 耕 【
也のHス分子が常に存在していちのであるから.解■

が耳性に生じなくても,それ七Lmに吐l=gretな各延の

丘空知;たるものと慨 さtlろ.この脚 杜との反

艶 に石肌 訴也郷 ミ大きい常である｡このほ
tJ:圧延蛙は畠のEt手相 ltA･f-と梁四Ⅰと抜け㌻る
であろう｡今 ユlott,Gzlr亡leyL'lonzcCr)SLAb"に

捉い E;J,KJlr.牡び KClの好子ポ■lネA･f-I_/汁

羊すると,

TルカIのイ* ㍍千舟 書
ン化羊+JL･<- エネJL･f-

J 一 肌､

1527kcAVmol
l･‖コ

1267

のと考えられろ｡

E] !雨 中

米収腿離 執 こ於るWE規Nの放iFさに班 で.二方法に

よJ)宵放し,7-I-,ノ日,ケン化TJL･カyく芋槻 及び
関配 批 腰に汁T-る許1仏和 :軸性匠軌二封しても帖
々frl梓の致朋を芦lえろ郡を細めた｡この郡は扮均様舞
の屯雌id班がblE)東和比類7'<立地とするものであl),

Jtての煤璽反腰の初期迫相が何れも叔alのiiE銃反感を
含むzJfを暗′J{するものであるE,又ノ･℡〆ン化7ルカL)
の科WJ故Dとの朋l加 '.院･T柵 甘エネJL･+J-の朋filと一一恐

する都を浅べた｡

木研究は文部省柵 飢死燕及び東大工郡部辞令研究
費の援助を受けて7-iわれたものであることをf托 し感
謝のZlを淑す｡

附 表 共 産及 び 未 淡 の 分 析
I 袈 炭 分 析

4 転 得 杖 諜 粧 せ 節 水(I.,)分 身 受 身 Bl'R効(>') (3<)

*似 JlCJl 本誌潮解一石高二片蔀三切 090 は80 6210

沌骨炎次dlCm 躯や溌i+那-加東三春暦 3105 33-49 4907

* 及&Cly 蘇葉非玉手5 2.74 コ593 53_9㌢

+ 犬き CL 大′乱 三見三月 212! 3910 4220
, 溌暮 Cヽ 大ノ恥 不rI 150 40JO 513O

I .TI且CIに叔て什井すると JB3+8731日85-)518とたす,KCl上JB月-のult11も｡

…
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エ 乗 大 鼓 & 書 tt 節 目 魯 軒Ill
I -J:洪 分 折

規 価 考 穀(～)兼 7k(,･;)事 hE苛 兼 bt(,･.)分 裂は
ヒ Be 廿上品,切El化卒 87.24 2.(泣 8.9Z )80

水 火 SE月rj木,Bi化&33.iLIA粥 7aSも 5.70 I521 0.SC も.270

水 月 瓜材経木.EutLE75,新井 tl W o≦ 7zO 3105 08D 5.030

秒 がN椎 水,如A態 5070 も∝l i260 0.7O

文 k

)T) zfII エ8大蕪h8,75(Z947) 9,
181 大鳥れaF･dH虎氏 工化 王),733
19) S IV mrf h)也1.:ngChcm tT.
J( PeterIAlV CremcT･A｡g

25) ATlTl-desmln捗 ･ 5.233(]9Ⅰ･l)
ZZ(1948) 26) R GcLO & E SulLO Rc ･ヽlelt･○(Ph〉S

(I9刃L Chem . JAPBn Celcbrtt■ngJBStieOf Pror
19) S W I'･1rf h)也1.:ngChcm tTバ21)(195). HoTltn (]9叫 82
J( PeterIAlV CremcT･A｡g Chem 47. 27) ST>Burkc&T E ll●SchLZZmm h)tL
52?(lgP1)･ Er)ど Ch- 23,<CB(]931)
20) RcLSIt･ a,at･nkohle 2T,2<L(Ⅰ9al.又は 28) ･Tatlde,Dussen ltk Tral･ChLm IJp)甘
Etz亡kezl,JAbb tkrCheznJehgtElLE'lZr.hl BiS,54.873(1935).
3.I,27-(tも7) m eelE' TrL払 FArAd. 丸:32 12N
2J) 7t.W Wk Ier co11■er)Gl且 rdla312T,払 t (19叫
(zg=1)･ 29) Jortsetl,-allcrl九 出 tL.lTLhtLzL丘LleEde.
lT i-Gl恥 LTlle lb LHazLLrd■DlndlユI neeTrA､･-Cltlm Phytl如 52.･a (1%3)
･tr)"lJ)Zl.hn(l切ら)p 74 30) ll"lllo的rh良HIhllhet､W l Pr叫 RoJ.SLk:
2: *ili:Ji= エ■火兼t49.7Ⅰ(ZC叫 A 185,353.376(】91も).
コI GllV,tlt･) Electro･一tChn Ze'L 59.日19 CpllLSを H'nsheltrd lbld Al防･IU)
(Ⅰ93B).

=ヰ H SICIlbrecher `̀lVtQn. L.11闇Chen
～erhuttlng dcrIくohttBItJutXXptO5LO11州
KoMenJtELtJtXIbbn･ldel'HAllc(193り L8

(Ⅰ9叫
uzld 31) Jonssen & LCbblnk Rec TTlヽ･ Chlm
tlml rhrs-h s 58.959(In9).

32＼ 北川tt三･ 来宅7E.

StudleSOnm StEXploslOn(口.Tl,V)

ByTsutomulllklra

I Combu5110]1PrO叩rtleSOrnCCt･.T･ulaLedco:.Id115tS LnmtrDgCn,OXygeTtOrAlr
汚treTurL hCre tはnmLnetlLl)theziE)rLngb:1lllTICe CoILLdllSthcat･trLIJLLctl zlnitrogen
TLtmOSPllerCrLtお Ortllmt･C1.DX)gen Jul̂ 加わrelgnLL10tlO∝､lrSZud いllM UF;gCSIStlmt
別tChhl!11urCntTnCnLmzlypTOlldltlhCProperCOZldltLOnrOrttlCT7rEIrLlgntlOr川 fc叩】0ヾ10rl
爪nLllnh CtthHltln l* pTOヽedl〉)hltert･XFerlmenは

rr TomtlFLAllrCtllClLrttlL印･lCCmtr仙OnOfdl頒tCXPloB)OD,VLIrLOILSIgnlliozl y)tlrCeR
w凸rClrle(1JltlL日日 川 51泊nLmLdetHhrtHtlCmethodorbfenklngいlOmCtJ1日ll蛇一mrLLby
I,lct:trJCCllrrCt)i uZlglrLOSlnlLt爪bleforthepurpose

'n)8rCIAL10ltCTlrVeJbchTCenLgTLLtlOnCnergLeS且rLlldL鳩LCOElCCntmliozlSWereObtnlned

ln耶 I11) 亡㈹ Tl-I:lo"erexplojlOnllTn･tWas Z,lOStly8tm tlOOdm}, n̂(lthemolt
I)TOPer亡01】CCnlrtLuO】日｡lPlLtC llAjHnrangeOf4M y m}
Tllt-tIItlYnJt･lLLrLRlltlLh.lLtherli･.1eLIOZ)hezL⊂eヽ･01ヽedLntlrLEt 勺ヽ11lTTkLLTldlnllnlt
11巾亡.for､yhlL:hgrAln Al王e.･X)TletTltEILLOnatld,ohtLlezTuuCr､lOutLtPlaytheh-
IX)rtJLntrote,WWttlCdcICTmltllrLgTAelOrforf♭mepropapLlOll
l.1115hhmp′opphol̀, AIJl A S叩 IZIllPtLIOコlSource Ⅵ山 LnedlOkT)OutI･heLherLh(･

TAdLJLtlOnCnerg〉 lLTOuldtx-ciPBbleLOZgt)zLe一hedustsAndⅥerot)I)dlLhtldthesIJf･
flCleZltPowerLOIP lteChl,brotm ch n況 ),OrzLlurnlZltZmdtJStS
V FtLZTle･StlPPrejB柑g eか ⊂LSOH zx)rpzuElSalt.5JJAlhlL-halLde for叫 Idustex･

T)10510r=L'Cre ep rDlnd byuslngclecLnc申 rkerz)lttedtKtVeetltTIelrOZ)POIcJCq一Led
vlthLhlnh)cro†theSllLAJLh̀日印lLLOnWtLZte ErFKnm亡ntAlreSulLli8tlOWtdtlle

FAT.u-bbte亡打cct･IOfl王,KI,XAC).KCl,KJlT,XIzIXOl,ュndJEyrO,clctOSt.PPreBLhe
lrnlLIOlIOrCoaldu5日lmhrlrlZleaseOfgw tu亡ZploJIOZ)

(L･,a ofErpl岱1､eS U'nlTl'ZtltyOtTok､○)


